
令和７年度新SBIR制度加速事業（フェーズ１・２）
フォローアップ調書の概要

施策名：SBIR推進プログラム 連結型

施策実施機関：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

令和８年２月
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総合評価
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評定
（自己評価）

A

＜目標＞
• 評価項目1～4の各目標を計画通り達成し、関係省庁・関係機関との調整を円滑
化する。

• 事業者の成果最大化に資する、ハブ（ニーズ元連携）機能をベースに伴走支援・
広報を実施する。

＜自己評価の理由・根拠＞
• 評価項目1～4で定めた施策を計画通り実行し、省庁・関係機関連携が定例化。
支援スキームは運用開始し、関係者間で合意済。

• 過年度課題（伴走支援の強化）に対し、ニーズ元面談・メンタリング・広報連携の
運用設計を実装し、継続的に運用。

評定（自己評価）

評価項目
１

評価項目
２

評価項目
３

評価項目
４

A A A A



評価項目１．計画に示した取組の着実な実施
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目標 自己評価の理由・根拠

公募・
広報

到達性の高い周知基盤の整備：
各種団体の連携リストを拡大し、媒体横断で計
画的に周知。さらにトピック別の動画配信を定
常運用し、応募者が公募要件・留意点を自走で
把握できる環境を制度化する。

各種団体の周知リストを拡大し、計画的に情報展開。
トピック別動画配信を導入・運用した結果、応募者数：47件／動画満
足度：採択者からは１００％／事前相談：１４件を記録し、応募者母集団
の拡大と理解度の底上げに寄与した。

SG（ステージゲート）補完策の実装：
SG案件については、フェーズ２でのゴール設定
に関するニーズ元面談を必須化し、提案方向性
の妥当性合意をSG提案前のプロセスとして運
用する。

SG案件は、SG前にニーズ元面談を前段で実施。ニーズ元が期待する
提案方向性との齟齬を解消し、今年度のSG通過１件の確保に貢献し
た。

審査の精度向上の仕組み化：
評価項目のレベル定義の再整理と提案者作成
の補助動画を要件化して書面審査の理解度を
高め、プレゼン審査では委員長レクで審査論点
を事前合意することを標準化する。

評価項目のレベル定義の再整理と提案者の補助動画により、書面審
査の理解度が向上。委員長レクを通じてプレゼン審査の論点を事前整
理することで、審査における論点・評価軸などが最適化され、審査の
一貫性が高まった。

伴走
支援

実施可能性の事前確認と移行見通しの明確化：
交付前面談でフェーズ2省庁PM（採択審査委員
長）から事業者へのFBとニーズ元による想定ア
ウトカムの明記を徹底し、フェーズ2への導線を
明確化する。

交付前面談でフェーズ2省庁PM（採択審査委員長）から事業者への
具体FBとニーズ元の想定アウトカム明記を行い、フェーズ2見通しの
明確化とニーズ適合の確証を得た。

SG受審のための進捗確認の機会の運用：
事業報告会を開催し、フェーズ2省庁PM（採択
審査委員長）から進捗確認を通じた次フェーズ
に向けた助言が得られる機会を運用する。

事業報告会（全８課題実施）を通じ、フェーズ2省庁PM（採択審査委員
長）からフェーズ1ゴール及びSG通過に向けた助言を獲得。
NEDO・事業者ともに、次フェーズ接続への検討の質向上に貢献した。
フェーズ２省庁PM及びニーズ元に対しては、SG審査に向けた事前確
認（橋渡し）の機会提供として貢献した。

評定（自己評価） A



【参考】 評価の観点
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評 価 の 観 点

１．研究開発課題数 １２課題

２．応募状況 ４７件（前年度３５件）

３．採択状況 ９件

４．採択者（スタートアップ・中小企業・研究者等） 次ページ参照

５．ニーズ元府省が設定した研究開発課題と採択者の研究開発との合致 〇

６．採択者の研究開発実施能力
（規模、研究者数、審査時のスコア、研究開発計画・体制の妥当性等）

〇

７．研究開発課題ごとの研究開発事業の事業計画に照らした進捗状況
（予算の執行率を含む）

約50%
（12月時点平均値）

８．事業の目的を達成する見込み 〇

９．採択者実施のR＆D成果に対する次フェーズへの橋渡しの実現見込み 〇



【参考】 採択状況一覧
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ニーズ元 フェーズ2 応募テーマ 採択事業者

総務省 総務省
Beyond 5Gの実現、同技術を活用したサービスの社会実装・市場展開を見据え
た研究開発

株式会社イオックス

厚労省 厚労省 多様化する障害像を見据えた自立支援機器の開発 株式会社Ａｓｈｉｒａｓｅ

農水省 農水省 食品産業における生産性向上に資するスマート化（自動化）技術の開発 株式会社チトセロボティクス

農水省 農水省 林業の安全性の向上・労働負荷の軽減・生産性の向上に資する技術の研究開発 -

農水省 農水省 森林由来の資源を活用した新素材・原料の研究開発（エネルギー利用を除く） -

国交省 国交省
海事分野のDX推進、生産性向上、労働負担軽減、安全・安心の確保等に資する研
究開発

株式会社Ｆｕｎｃｔｉｏｎ

国交省 国交省 海事分野のGX推進、脱炭素社会の実現に資する研究開発 株式会社ＱｉｏＮ

国交省 国交省 旅客の手荷物のコンテナへの積付の自動化の実現に向けたアルゴリズム開発 -

環境省 環境省 CO2吸収・回収・分離・利用（固定）に関する技術開発 株式会社ベホマル

環境省 環境省 AIを活用したClimate Tech開発 株式会社Ａｒｃｈｅｄａ

内閣府
（京都府）

農水省
廃棄による食品ロスの原因になっている未利用農産物等の高付加価値化を可能と
する技術開発

-

内閣府
（京都府）

環境省
複合素材によるプラスチック類や汚染度が高いプラスチック類等を対象としたケ
ミカル・マテリアルリサイクルの手法の技術開発

株式会社ピリカ

法務省
（SG）

NEDO 矯正施設における異常行動とその予兆を AI 等で検出する技術の研究開発 株式会社株Ｒｉｄｇｅ－ｉ
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目標 自己評価の理由・根拠

伴走
支援

事業化支援体制構築による事業目標達成見込みの確保：
事業化に向けた進捗管理指標及び進捗管理プロセスを
定着させる

アンケート結果（事業者）：８５％が予定通り進捗中
特に公共調達課題であった23年度法務省採択課題フェー
ズ2のイマクリエイト社においては、2026年4月以降の矯
正施設へ導入を予定している。

裏付け施策：
事業化に向けたステータス遷移KPIを策定／アクティビ
ティレポートで進捗・課題・対策を定期管理／フェーズ２省
庁PM・メンターFBの計画反映を次回レビューで確認する
運用を定着

連携拡大に向けた共創リテラシーの底上げ：
ILSへの出展機会を提供し、事前講義を通じて大企業・
VC等との商談に関する理解度を向上させる

共創リテラシーに関する理解度：
ILS出展前にレクチャーを実施し、「理解できた」 13/30
の結果取得

初回の理解度ベースラインを確立し、以降の改善対象（内
容・配布物・Q&A設計）の特定に活用

出展社アンケート（回答事業者数 １３社）
参加目的の達成度 7/13社が「十分達成／達成」と回答
商談に進んだ案件の有無 12/13社が「あり」と回答
商談進捗(複数回答)
→初回面談設定：１０件
→NDA締結：３件
→出資・融資協議・決定：１件

評定（自己評価） A

評価項目２．取組の効果

※ILSはInnovation Leaders Summitの略称
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目標 自己評価の理由・根拠

事業
全体

フォローアップアンケートを通じた事業者満足度の適切な
把握：
施策が成果発現に寄与しているかを検証する体制の確立

アンケート結果（事業者）：
満足度 ７０％以上
(公募期間・補助金額・事業期間・交付前面談・課題説明動画)

支援施策が事業者の環境整備に効果を発揮していること
を把握でき、今後も同様の調査を通じて効果測定を継続

評定（自己評価） A

評価項目２．取組の効果



【参考】 フォローアップアンケート結果（抜粋）
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項目 回答

適合性確認相談
の認知度・満足度

75％が認知（利用者の100％が役立ったと回答）

RFIの認知度 40％が認知

交付前面談の
満足度

ニーズ元によるアウトカム想定が
実施計画策定に役立ったか

PM(有識者)との意見交換を実施したが、
実施計画の策定に役立ったか

コメント
(公募)

■ 良かった点
事務局の対応が丁寧かつ迅速で、不便や不明点なく応募できた。公募要領などの資料が整理されており、
スケジュールや必要事項を把握しやすかった。

■ 今後さらに望ましい点
募集開始時に、過去の採択案件の概要や評価ポイントがより具体的に共有されると、提案の精度を高めや
すい。

コメント
(事務局への要望)

■ データ利活用支援
国・関係機関が保有する関連データについて、相談窓口や提供スキームの案内があると助かる。

■ 実証フィールドのマッチング支援
自治体やインフラ管理者など、実証に関わる関係者との関係構築・マッチングを事務局として支援してほし
い。これにより、事業終了後の社会実装を見据えた計画を立てやすくなる。

■ その他
FSを行う上での専門的コンサルティング

はい

61%

どちらとも

言えない

39%
はい

62%

どちらとも

言えない

38%



【参考】 ILS参加について
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〔ピッチ〕
研究開発及びビジネスについて、SBIR制度
を利用しての進捗や成果を発表。

YouTubeでも配信を行い、現地参加者以
外にも広範な層にリーチすることができた。

事前にピッチのハウツーに関する講座を実
施し、共創への理解度を高めることも行った。

〔ブース出展〕
一般的な大規模展示会と異なり、スタート
アップへの関心が強い層が来場している。そ
のため、イベント事務局実施の事後調査でも、
ブース出展からの商談依頼等が多数確認さ
れている。

SBIR事業者

28社参加



【参考】 採択事業における成果の事例
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 事業概要（フェーズ２）

〔内容〕
刑事施設の受刑者向けに、建築分野の職業訓練コンテンツを約５点開発する。

この訓練はVR技術を用いて仮想空間内で実施され、現実の物理挙動を忠実に
再現し、高い習熟効果を実現する。

〔背景・経緯〕
刑事施設内での職業訓練には、場所や費用の制約があり、訓練できる職種が限

られている。また、現行の就労支援は①職業体験、②職業訓練、③職場体験の３
段階で行われている。VRを利用した職業訓練は、これらの制約を軽減し、就労支
援の各段階において学習効果を向上させることが期待できる。

〔狙い、波及効果〕
受刑者はVR職業訓練を通じて、技能講習前に職業理解を深め、学習意欲を高

めることができる。また、資格取得後の実務に対する具体的なイメージを持つこ
とができ、出所後の就労に役立つ。中長期的には、ハローワークや外国人技能実
習生受入企業等での訓練・教育にも活用されることを目指している。

〔事業化〕 
フェーズ1で開発したコンテンツと合わせてパッケージ化し、以下の要領で販売
する。

・短 期：刑事施設の職業訓練機会の一つとして展開
・中長期：外国人技能実習やハローワークの訓練・教育に展開

フェーズ１で開発した玉掛けコンテンツの荷をク
レーンで吊っている状態の静止画。
物理挙動を忠実に再現した。

採択年度・課題設定元 2023年度・法務省

研究開発課題 現実空間と同等程度の技術習得が可能な仮想空間における職業訓練を実現するための研究開発

採択事業者 イマクリエイト株式会社

事業期間 フェーズ１：2023.11.09～2024.03.31、 フェーズ２：2024.06.11～2025.12.31

＜事業成果＞
2026年4月以降の矯正施設へ導入を予定



評価項目３．事業体系の構築
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目標 自己評価の理由・根拠

公募

ステークホルダー間での事業化/政府調達計画検討プロセス
の標準化：
内閣府（司令塔）・ニーズ元省庁・執行機関の3者が連携したト
ピック設定プロセスの運用する。

事業化/政府調達からバックキャストした公募情報の精査と
事業期間で必要となる伴走支援内容の検討を執行機関
（NEDO）として内閣府と連携してトピック検討様式及び検
討プロセスを標準化した。

審査効率の向上のための適合性確認プロセスの導入：
公募受付段階での適合性チェックを標準化する。

適合性確認を導入し、審査前の事前対応を効率化した。
研究開発課題に対する申請者の解釈の幅を確認することを
可能とし、よりニーズ元の意向に沿った審査を実施するこ
とができた。

伴走
支援

研究開発進捗・社会実装までのマイルストーン管理／把握の
標準化：
「社会実装（実用化）」の定義とステータス遷移KPIを設定する。
アクティビティレポートによる、「進捗・課題・対策」の定期管
理・モニタリングを行う。

社会実装（実用化）の定義及び遷移KPIを導入し、アクティ
ビティレポートで進捗・課題・対策を定期更新した。
事業報告会においてもこれら要素を用いて、事業者間のス
テータス管理／把握し、当日の論点整理までのプロセスを
標準化を実施した。また、当日のフェーズ２省庁PM等から
のFBはSGに向けた課題整理としてレポート共有すること
も標準化予定。

評定（自己評価） A



【参考】 トピック検討様式
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大項目 中項目 公募検討用 公募公開用

基本情報

研究開発課題名 ● ●

課題提案元（ニーズ元原課） ● ●

執行機関 ● ●

社会課題/
政策課題

トピック抽出背景と経緯（ビジョン・ニーズ・シーズ（技術ドリブン）） ● ●

市場規模 ● ●

戦略マップ・工程表（Why SBIR） ● ●

政府調達する場合の入札規模とその工程表 ● ●

トピック関連情報（政策関連文書及び統計情報等のソースリスト等） ● ●

想定する関連法規制とそこでの課題 ●

研究開発内容

解決してほしい具体的なシーン・内容 ● ●

解決するための技術手段・アプローチ
（研究開発課題におけるターゲット技術（要素））

● ●

想定される研究開発内容 ● ●

想定しない技術手段・アプローチ ●

過去の取り組み内容とその到達レベル ● ●

適合性確認・審査用： 評価する・しない観点 ●

フェーズ設定の背景 ● ●

フェーズ１の公募対象 ● ●

フェーズ２の公募対象 ● ●

ステージゲート審査時期 ● ●

事業化までの
ロードマップ

フェーズ１の達成目標 ● ●

フェーズ２への移行条件 ● ●

フェーズ１・２で得られる支援内容（ヒアリング先及び実証環境の提供等） ● ●

フェーズ２での達成目標 ● ●

フェーズ2終了後の支援内容等 ● ●



＜今年度SG通過成果＞

厚労省：BOVLIFE株式会社

国交省：株式会社海洋先端技術研究所

環境省：Biologging Solutions 株式会社

環境省：株式会社アークエッジ・スペース

農水省：サンリット・シードリングス株式会社

法務省：株式会社Ｒｉｄｇｅ－ｉ

【参考】 採択後の各種伴走支援フローと成果
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交 付 前 面 談
＜目的＞

審査FBを踏まえ事業者×ニーズ元省庁で実施計画と達成目標
の適切性を再確認・合意する

＜乖離対応＞

提案の骨子は維持しつつ、必要な軌道修正を事務局が支援

＜面談成果＞

フェーズ２省庁PM（採択審査委員長）からの具体的FB＋想定
アウトカムの明記により、フェーズ2(SG)への期待値が明確化

＜事業者のメリット＞

SG審査観点の先取り、手戻り低減、証跡整備と説明一貫性が
進み、SG通過準備が加速する

事 業 報 告 会

＜目的＞

事業終了後５年以内の事業化を想定した実施計画上の進捗確
認と問題の確認

＜NEDOの役割＞

関係者間での課題共有と共通認識を形成する場を設置、関係
者と事業者の関係性を構築・強化する

＜ニーズ元原課・PMに求めるもの＞

次フェーズ(SG審査及び事業化フェーズ)に向けた進捗把握・
期待値提示・チャネル提供の場として参画をお願いしている

＜目的＞

次フェーズ・事業化に必要な論点(市場・実証・規制・資金計画
等)を短サイクルで解消する

＜進め方＞

初回で論点特定→目標設定、以降は隔週～月次でレビュー

＜提供内容例＞

・実証設計(ものづくり視点での高速プロトタイピング)

・規制・標準の要件整理とチェック

・資金計画・KPI整備

・事業化計画の仮説検証(PMF・価格・販売戦略)

＜事業者のメリット＞

・SG審査観点の先取りと手戻り軽減

・意思決定の高速化(論点→対策→結果のループ）

・必要証跡の明文化(達成指標・検証方法)

メ ン タ リ ン グ



【参考】 「社会実装（実用化）」の定義とステータス遷移KPI
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ステータス 主要アウトプット

伴
走
支
援

フ
ェ
ー
ズ
１

採択 フェーズ１事業に採択されている状態 採択数

ビジネスモデルの仮設設計
ユーザーニーズを基にした事業の概観（市場性、ターゲット(※)等）・コンセプト（解決す
る課題、提供価値、製品優位性、競合との差別化要因等）が仮に整理されている状態

リーンキャンバス

開発製品のプロトタイプ案作成
インタビューを通じて必須機能を確認し、プロトタイプ案(※)が作製できている状態
※顧客が機能を理解できるようなもの

ペーパープロトタイプ

プロトタイプ案による
PoC実施

プロトタイプ案により、研究開発項目の手段/技術の実用性の確からしさが検証されて
いる状態

機能検証完了報告書

FS実施
事業を成立するために必要な条件(技術・市場・財務・運用(人員・組織・制度)面)を整理
している状態

FS報告書

ビジネスモデルの設定

ユーザーニーズを基にした事業の概観（市場性、ターゲット(※)等）・コンセプト（解決す
る課題、提供価値、製品優位性、競合との差別化要因等）が一定確度高いものとして整
理されている状態
※マッチングしていなくとも顧客候補がリストアップできている

リーンキャンバス

フ
ェ
ー
ズ
２

開発製品のプロトタイプ
(α版)作成

必須機能を備えた実際に使えるもの(試作品)が作製できている状態
※限られた環境で機能検証ができる

ツールプロトタイプ

事業計画の策定
※実用化に向けて継続実施

ビジネスモデルを実行可能なものとするために、事業をスケールするにあたってどのよ
うに収支を得る(売上見通し・利益構造)か、どのように維持する(資金調達・要員計画)
かについてのマネタイズシナリオが具体的に整理され、資金管理・成長戦略が策定でき
ている状態

事業計画書
(収支計画・人員体制含む)

初期顧客の獲得・検証
試作品(α版)の検証に協力してくれる顧客候補群(ターゲット)が獲得できており、事業
計画の検証が開始できる状態

初期顧客リスト

パイロット導入 実運用に向けての試作品を初期顧客等が実際に検証できている状態
パイロット運用契約/

有償PoC契約

β版製品のリリース 特定環境での機能検証が完了しており、実際の環境においてに検証開始できる状態 β版製品

実用化 正規製品のリリース
リアルフィールドでの検証パターンを複数回実施し、機能が確定した正規製品
のリリースの意思決定・初期製品を顧客に販売する社内承認をしている状態

初期製品・正規製品



【参考】 事業化にむけての進捗状況～事業報告会フォーマット～
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売れるか

勝てるか

できるか

儲かるか

その他

ユーザーセグメント、顧客課題、課題の解決方法(技術をサービスとして活用)、顧客への提供価値等 についての検討/実施について、
進捗状況をご記載ください

＜記入例＞

• 想定ユーザーへのヒアリングを複数件実施し、現場で課題となっている作業負荷・精度要求・衛生面等のニーズを整理

• 導入候補となる企業規模（大手／中小）ごとに求められる条件を把握し、利用シーン別の提供価値案（PoV）を作成済み

• 市場側での優先度が高い課題（作業効率化、品質安定化、人手不足対策など）について一次情報を収集中

競合サービスと比較して選ばれる理由等 についての検討/実施について、進捗状況をご記入ください

＜記入例＞

• 市場に存在する代替手段（専用設備／簡易自動化機器など）を整理し、自社アプローチの優位性が生じる領域を特定

• “多様な対象物への対応力”や“運用時の負荷軽減”など、競争力につながる技術要件を明確化し、初期データによる裏付けを取得

• 導入障壁となり得る工程構造の違いについて、引き続きFSを通じて適合性を確認中

自社リソース、パートナーリソース、提供手段、知的財産等 についての検討/実施について、進捗状況をご記載ください

＜記入例＞

• コアとなる複数の技術要素（対象物認識／制御アルゴリズムなど）について、基盤技術を確立

• 初期試作による動作検証を進め、要求精度や処理時間に関するベースライン値を取得

• 自社および外部研究機関の専門性を活用し、技術領域ごとの開発体制を確保。評価環境の整備も並行して進行中

課金対象とする価値、課金モデル、コスト、黒字化までの期間・資金繰り等 についての検討/実施について、進捗状況をご記載ください

<記入例>

• 事業化の選択肢として、複数のモデル（機器提供／サービス提供／ハイブリッド型等）を整理し、FSによってリスク・収益性を比較

• 調達コスト・工数構造・外注費の主要因を洗い出し、目標原価達成に向けた設計方針を検討中

• 顧客側の費用構造（原料コスト・作業コスト・品質管理コスト等）との比較により、価値訴求ポイントを明確化

上記以外の検討/実施について、進捗状況をご記載ください

<記入例>

• 想定パートナーとの協議を開始し、技術評価・実証機会の創出や、サプライチェーン上の役割分担を検討

観点 進捗状況



【参考】 事業化にむけての進捗状況～事業報告会フォーマット その他～
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【事業化計画書フォーマット】 リーンキャンバス（ビジネスモデル）

【事業化計画書フォーマット】 事業化体制

【事業化計画書フォーマット】 事業化スケジュール



【参考】 アクティビティレポート

17



評価項目４．「指定補助金等の交付等に関する指針」の実施

18

目標 自己評価の理由・根拠

ポータルサイト拡充と効果の可視化：
事業者の実施事項・声を継続的に掲載する。
応募希望者／VC・自治体等のステークホルダーなど、各ユー
ザーの視点に立ったUIの向上を行う。

新規拡充「事業者の声」→４事業者を掲載（掲載整備中含）
PV（視聴者数）：10,256（4/1–12/31）
セッション（訪問者数）：5,170（4/1–12/31）
UU（期間内訪問者数）：3,414（4/1–12/31）

掲載項目・タグ設計、更新手順、広報導線（HP／SNS／関連協
会）を整理し、閲覧行動を実測で可視化
PRの到達度をデータで確認できる運用を確立

広報物による潜在層リーチの最大化：
主要イベント・説明会等、集客力が見込める会場での配布を行う。

３,０００部以上の配布を実施した
＜配布場所及び配布タイミング＞
ILS2025（12/1–4）／ニーズ・シーズマッチング交流会2025
（12/18–20）／中小機構 内部勉強会（1/9）／大阪府産業振興
課 主催 説明会（1/28）／起業プラザひょうご 主催 説明会（2
月上旬）／滋賀県大学連携推進室 主催 説明会（3月上旬）／ス
タートアップ支援部キャラバンチームによる配布（通年）

イベント×説明会×キャラバン活動の多層チャネルで潜在層に接
触し、応募前段の情報取得性を向上。
指針が求める透明性・周知性の観点で妥当。

SNSを用いた広域広報の拡充：
スタートアップ支援部運用のFacebookを通じて速報性の高い
情報を不特定多数にリーチさせる。

直近３か月間で８０００以上のリーチを達成した
①消防庁RFIの募集（９３２閲覧）
②連結型トピックのリリース（１０８２閲覧）
③FA連合フォーラム協賛リリース（６６４閲覧）
④JVA受賞者発表（４６１０閲覧）など
------------------------------------
２０２５年度実施のRFIにもFacebookを活用した
⑤SBIR制度に関する情報提供について(６００閲覧)

評定（自己評価） A

※FA連合フォーラムはBRAIN・JST・NEDOのSBIRを実施する機関によるマッチングイベント

※JVAはJapan Venture Awardsの略称、SBIR採択者も受賞した



【参考】 NEDO SBIRポータルサイト
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項目 現在整備中の部分における更新方針

① T O P ページ 訪問者の特性ごとに、案内ページを区分することでUIを向上させる

② P J の 特 徴 SBIR制度を知りたいユーザーと使いたいユーザーでは知りたい情報が異なるため、導線を明確にする

③ 事 業 成 果 補助金の使用例を掲載することで、SBIR補助金の使用イメージを掴んでもらうことが重要(デザイン調整中)

④ 事 業 者 一 覧 ポートフォリオ化し、キャピタリストなどからも使いやすいと思ってもらう工夫を取り入れる

⑤ 事 業 者 の 声 新規採択者へインタビューすると共に、ポートフォリオにも声が掲載されていることを示し導線を整理する

〔画像について〕
左→①：ユーザーのニーズごとに閲覧すべきページへリードする

中→③：応募者には、制度の概要だけではなくユースケースを踏まえてもらいたい趣旨

右→④：ポートフォリオ化することによって、検索効率が向上し、ビュー数も改善



【参考】 配布物（制度のご案内チラシ）
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【参考】 配布物（伴走支援のご案内チラシ）
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